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フ
ラ
ン
ジ
型
か
ら
溶
接
型
へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
（
撤
去
・

設
置
）
が
進
展
。
二
〇
一
八
年
度
中
に
す
べ
て
の
処
理

水
が
溶
接
型
で
貯
留
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
汚
染
水
が

漏
れ
出
す
リ
ス
ク
が
大
幅
に
低
減
さ
れ
る
。
敷
地
内
の

線
量
低
減
対
策
も
進
み
、
軽
装
備
（
使
い
捨
て
防
塵
マ

ス
ク
、
一
般
作
業
着
）
で
作
業
可
能
な
エ
リ
ア
は
全
体

の
約
九
六
％
に
広
が
っ
た
。
作
業
完
了
ま
で
三
〇
〜

四
〇
年
と
さ
れ
る
廃
炉
事
業
を
安
全
・
安
心
に
進
め
る

た
め
の
環
境
整
備
も
着
実
に
前
に
進
ん
で
い
る
。

被
災
地
復
興
の
進
展
を
五
輪
で
ア
ピ
ー
ル

　

震
災
前
後
で
福
島
県
の
人
口
は
大
き
く
減
少
し
た
。

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
時
点
の
人
口
は
約

一
九
一
万
四
、〇
〇
〇
人
で
、
前
回
調
査
の
二
〇
一
〇

年
時
点
か
ら
約
一
一
万
五
、〇
〇
〇
人
減
少
。
避
難
指

示
区
域
な
ど
が
多
く
を
占
め
る
相
双
地
方
が
約
八
万 

四
、〇
〇
〇
人
の
大
幅
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
口
回
復
に
向
け
、
原
発
構
外
で
は
帰
還
困
難
区
域

を
除
く
す
べ
て
の
面
的
除
染
が
二
〇
一
八
年
三
月
に
完

了
し
た
。
避
難
指
示
区
域
の
解
除
が
進
む
一
方
、
流
出

し
た
人
口
は
思
う
よ
う
に
増
え
て
い
な
い
。
特
に
若
い

世
代
や
子
育
て
世
帯
が
戻
っ
て
く
る
に
は
、
生
活
環
境

を
震
災
前
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
魅
力
あ
る
も
の

に
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
だ
ろ
う
。

　

産
業
振
興
の
観
点
か
ら
福
島
復
興
を
後
押
し
す
る

「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
で
は
農
林

然
の
力
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
災
害
リ
ス

ク
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
万
が
一
の
事
態
に
も
万
全
の

体
制
が
敷
か
れ
て
い
た
は
ず
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
が
被
災
し
、
水
素
爆
発
で
放
射
性
物
質
が

漏
れ
出
す
事
故
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、
多
く
の
人

た
ち
が
今
回
の
災
害
の
深
刻
さ
と
日
本
の
将
来
に
対
し

て
大
き
な
不
安
を
感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

最
悪
の
原
発
事
故
か
ら
着
実
に
環
境
改
善

　

東
日
本
大
震
災
の
地
震
は
、
太
平
洋
側
の
岩
手
県
沖

か
ら
茨
城
県
沖
に
か
け
て
の
長
さ
約
五
〇
〇
㌔
㍍
、
幅

約
二
〇
〇
㌔
㍍
の
広
い
範
囲
が
震
源
域
と
な
っ
て
起
き

た
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
観
測
さ
れ
た
津
波
は
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
東
北
三
県
の
広
い
範
囲
で
浸
水

高
が
一
〇
㍍
を
超
え
た
。

　

福
島
第
一
原
発
も
地
震
や
津
波
に
よ
る
浸
水
で
外
部

電
源
や
非
常
用
電
源
を
喪
失
し
た
結
果
、
緊
急
停
止
し

た
原
子
炉
の
炉
心
を
水
循
環
で
冷
却
さ
せ
る
こ
と
が
で

水
産
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
廃
炉
関
連
の
研
究
拠
点
の
創
出

な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
集
積
を
官
民
連

携
で
加
速
さ
せ
る
。

　

二
〇
一
九
年
度
末
ま
で
の
全
線
開
通
を
見
込
む
Ｊ
Ｒ

常
磐
線
の
沿
線
で
は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
対
応
の

前
線
基
地
と
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
施
設
「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
が
四
月
二
十
日
に
運

営
を
全
面
再
開
す
る
。
同
施
設
に
近
接
す
る
新
駅
「
Ｊ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
駅
」
も
同
日
開
業
を
予
定
し
て
い
る
。
二 

〇
二
〇
年
東
京
五
輪
で
は
サ
ッ
カ
ー
男
女
日
本
代
表
の

合
宿
地
に
も
決
ま
り
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て

期
待
が
膨
ら
む
。

　

戦
争
で
焦
土
と
化
し
た
わ
が
国
が
再
興
し
た
姿
を
国

際
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
っ
た
前
回
の
東
京
五

輪
に
続
き
、
来
年
の
大
会
も
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

未
曾
有
の
被
害
を
受
け
た
東
北
地
方
な
ど
の
復
興
状
況

を
世
界
に
発
信
す
る
「
復
興
五
輪
」
と
し
て
の
意
味
合

い
を
持
つ
。
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
は
福
島
県
が
ス
タ
ー

ト
地
点
と
な
り
、
五
輪
競
技
と
し
て
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
試
合
も
県
内
で
行
わ
れ
る
。

継
続
的
な
支
援
活
動
が
不
可
欠

　

国
や
被
災
自
治
体
な
ど
関
係
者
ら
が
参
加
す
る
復
興

加
速
化
会
議
の
九
回
目
の
会
合
が
一
月
、
仙
台
市
内
で

開
か
れ
た
。
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
や
担
い
手
の
確

保
・
育
成
を
支
援
す
る
「
東
北
復
興
働
き
方
・
人
づ
く

き
な
く
な
り
、
水
素
爆
発
で
原
子
炉
建
屋
が
損
傷
し
、

炉
心
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
が
起
き
た
。
国
際
的
な

事
故
評
価
尺
度
で
最
悪
の
「
レ
ベ
ル
7
（
深
刻
な
事

故
）」
と
さ
れ
、
一
九
八
六
年
の
旧
ソ
連
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
と
並
ぶ
史
上
最
悪
の
原
発
事
故
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。

　

廃
炉
事
業
が
進
む
福
島
第
一
原
発
で
は
、
関
係
者
が

懸
命
の
作
業
を
続
け
て
い
る
。
構
内
で
働
く
東
電
社
員

や
協
力
企
業
の
作
業
員
数
は
、
一
月
現
在
で
平
日
一
日

当
た
り
約
四
、二
〇
〇
人
前
後
。
が
れ
き
撤
去
や
陸
側

遮
水
壁
（
凍
土
方
式
）
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
た
二 

〇
一
五
年
初
め
の
ピ
ー
ク
時
に
は
七
、〇
〇
〇
人
超
が

働
い
て
い
た
。

　

三
号
機
の
原
子
炉
建
屋
で
は
使
用
済
み
核
燃
料
の
取

り
出
し
作
業
に
三
月
か
ら
着
手
し
、
一
・
二
号
機
の
排

気
筒
（
高
さ
約
一
二
〇
㍍
）
を
半
分
の
高
さ
に
す
る
切

断
工
事
も
今
春
か
ら
始
ま
る
。
汚
染
水
を
浄
化
し
た
処

理
水
の
貯
留
タ
ン
ク
で
は
、
鋼
材
を
ボ
ル
ト
締
め
し
た

り
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
深
化
・
拡
大
の
ほ
か
、
震

災
遺
構
や
石
碑
な
ど
被
災
地
の
伝
承
施
設
、
語
り
部
活

動
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
「
3
・
11
伝
承
ロ
ー

ド
」
の
取
組
み
で
も
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
。

被
災
地
の
建
設
業
界
関
係
者
か
ら
は
復
興
事
業
が
進
展

す
る
一
方
、
通
常
の
公
共
事
業
へ
の
予
算
が
激
減
し
て

い
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、「
こ
の
ま
ま
で
は
復
興
後
の

東
北
地
方
の
衰
退
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
も
出
さ
れ
た
と
い
う
。

　

震
災
復
興
の
司
令
塔
と
し
て
二
〇
一
二
年
二
月
に
発

足
し
た
現
在
の
復
興
庁
の
設
置
期
間
は
二
〇
二
一
年
三

月
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
原
発
事
故
の
影
響
で
他
の
被

災
地
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
福
島
の
復
興
に
は
、
ま
だ
長

期
を
要
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
二
〇
二
一
年
度
以

降
も
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
応
に
当
た
る
新
た
な

行
政
組
織
の
具
体
化
に
向
け
た
議
論
が
今
後
本
格
化
す

る
。
今
回
の
経
験
を
将
来
発
生
す
る
大
災
害
に
生
か
す

必
要
性
も
叫
ば
れ
て
お
り
、
防
災
関
連
の
国
の
組
織
体

系
を
抜
本
的
に
再
編
す
る
可
能
性
も
出
て
き
そ
う
だ
。

　

過
去
か
ら
何
度
も
大
災
害
を
経
験
し
て
き
た
わ
が
国

は
、
そ
の
た
び
に
被
災
状
況
・
原
因
な
ど
を
検
証
し
な

が
ら
防
災
力
を
高
め
て
き
た
。
不
幸
な
出
来
事
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、

こ
れ
か
ら
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
な
す
べ
き
こ
と
を

考
え
、
止
ま
ら
ず
に
行
動
し
続
け
る
こ
と
が
、
今
を
生

き
る
す
べ
て
の
人
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
あ
ろ
う
。

か
ら
春
へ
と
移
り
変
わ
る
季
節
の
境
目
に
当
た

る
三
月
の
異
名
で
あ
る
「
弥
生
」。
弥
に
は
「
い

よ
い
よ
・
ま
す
ま
す
」、
生
に
は
「
草
木
が
生
い
茂
る
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
が
終
わ
り
、

新
た
な
命
が
芽
吹
く
時
期
を
言
い
表
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
旧
暦
が
現
在
の
太
陽
暦
と
ず
れ
て
い
た
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
季
節
の
感
じ
方
は
今
と
昔
で
多
少
異
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
変
化
を
感
じ
さ
せ
る
月
と
し
て
の

意
味
合
い
に
、
大
き
な
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

昔
の
人
々
が
感
じ
て
い
た
三
月
に
は
春
の
訪
れ
、
四

季
の
始
ま
り
と
い
っ
た
肯
定
的
な
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ

が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し
て
近
年
、
三
月
と
聞

い
て
多
く
の
日
本
人
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
の
は
、
八
年
前

に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
ま
つ
わ
る
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

三
陸
沿
岸
な
ど
、
東
北
の
太
平
洋
側
の
地
域
で
は
大

地
震
・
津
波
が
遠
く
な
い
将
来
に
発
生
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
知
を
超
え
た
自

被
災
地
復
興
に
関
わ
り
続
け
る
責
務

過
去
か
ら
教
訓・知
見
を
継
承
し
防
災
力
強
化

Sanpo M
iyam

a

深
山
さ
ん
ぽ

冬


